
「本庄地域定住自立圏共生ビジョン」を策定しました 

本庄市では、本年７月２日に美里町、神川町、上里町の３町と圏域全体の発展を目

指すため「本庄地域定住自立圏形成協定」を締結しました。その後、３町や関係機関

との協議を重ね、また、協定項目に関連する民間や地域の関係者による「共生ビジョ

ン懇談会」の検討を経て、１１月２９日に「本庄地域定住自立圏共生ビジョン」を策

定しました。 

本共生ビジョンは、圏域の将来像や協定に基づいて推進する具体的な取組などを記

載するもので、５年間の計画期間としています。 

定住自立圏共生ビジョンの策定は、県内では、秩父市に続いて２市目となります。 

 

■定住自立圏について 

定住自立圏とは、圏域の中心となる中心市と周辺市町村が、自らの意思で１対１

の協定を締結し、それによって形成される圏域であり、「集約とネットワーク」の

考え方に基づき、中心市と周辺市町村が相互に連携・協力することで、圏域全体の

活性化を図ることを目的としています。 

 

■共生ビジョンの概要について 

 圏域の将来像として、圏域全体の発展と住民福祉の向上を推進し、魅力あふれる

圏域の創造を目指すこととし、次の３つの視点から８つ分野について取り組むこと

としています。 

（１）生活機能の強化に係る政策分野 

 ア 医療……………救急医療体制の充実 

 イ 福祉……………障害者福祉及び発達障害児への支援体制の充実 

 ウ 産業振興………農業及び観光の振興 

 エ その他…………消費生活相談体制等の充実 

（２）結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

 ア 地域公共交通…公共交通の確保とネットワークの構築 

 イ 道路等の交通インフラの整備 

…道路ネットワークの構築及び生活幹線道路の整備 

スマートインターチェンジの整備 

 ウ 地域の生産者や消費者等の地域連携による地産地消 

         …地産地消の推進及び環境保全型農業の推進 

（３）圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

 ア 人材の育成等…早稲田大学との連携 

圏域内職員研修等の実施 
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（参考）定住自立圏構想の推進のための主な手続き 

        ～定住自立圏構想推進要綱による～ 

  

国が定める定住自立圏構想推進要綱では、定住自立圏構想を推進するための手続き

として、主に次の３つの手続きを規定しています。 

 

①中心市宣言 

地域全体における生活機能を確保し、魅力を向上させる上で、周辺市町村の意向

に配慮しつつ、中心的な役割を担う意思を明示するため、「中心市宣言書」を作成

し、公表します。本市は、平成２１年９月１８日に中心市宣言を行いました。 

 

②定住自立圏形成協定の締結 

人口定住のために必要な生活機能の確保に向けて、中心市宣言を行った中心市と

周辺市町村が１対１で、「生活機能の強化」「結びつきやネットワークの強化」「圏

域マネジメント能力の強化」の３つの視点から、連携する取組について関係市町村

の議会の議決を経て定める協定です。 

本庄市、美里町、神川町、上里町は、平成２２年６月の各市町の議会に定住自立

圏形成協定案を上程し、全ての議会において原案のとおり議決されました。 

これを受けて、本市は、平成２２年７月２日「本庄地域定住自立圏形成協定合同

調印式」を行い、３町とそれぞれ協定を締結しました。 

 

③定住自立圏共生ビジョンの策定 

中心市は、定住自立圏形成協定の締結によって形成された圏域全体を対象として、

圏域の将来像や定住自立圏形成協定に基づき推進する具体的な取組などを記載し

た「定住自立圏共生ビジョン」を策定し、公表します。策定にあたっては、民間や

地域の関係者を構成員とする「共生ビジョン懇談会」の検討を経ることになります。 

本市は、８月１９日に 第１回「本庄地域定住自立圏共生ビジョン懇談会」を開

催し、その後、計３回にわたり共生ビジョン案について検討を行っていただきまし

た。共生ビジョン懇談会での検討を踏まえ、また、３町との合意を得て、本市は、

平成２２年１１月２９日、「本庄地域定住自立圏共生ビジョン」を策定しました。 

 

＜問い合わせ＞企画課  ０４９５－２５－１１５７ 



 

市の３施設でモニター広告と行政情報を放映 
 

市では、有料広告事業の一環として、来年１月から下記の通り市の３施設

で、専用の液晶モニターを設置し、動画広告と行政情報の放映を開始します。 

 

記 

 

目  的 市が管理する資産を有効活用することにより、民間事業者等の事 

業活動を促進し、地域経済の活性化を図るとともに、市の財源を確 

保する。 

モニター設置場所   市民課待合スペース、総合支所市民福祉課待合スペー 

 ス、保健センター１階ロビー  

開始時期  平成２３年１月４日から  

内  容   

・放映は開庁日の８時 30 分～午後５時 15 分 

（保健センターは、休日急患診療所の開設時間にも放映） 

   ・放映する広告動画は、本庄市有料広告事業取扱要綱による 

   ・放送枠の１/４以上は市が提供する行政情報とする 

   ・モニター設置費用は事業者負担 

   ・放映料として年間 384,000 円が市の収入となる見込み 

   （行政財産使用料を含む） 

   ・広告１枠は 15 秒。行政枠６、企業枠 15（全部で５分 15 秒） 

 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

企画課  

 ０４９５－２５－１１５７  
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意欲のある方をお待ちしています！ 

公民館長（非常勤）を公募 
 

本庄市では、市内の公民館を管理運営するとともに、公民館を拠点とした

社会教育や生涯学習の事業を企画・実施する公民館長（非常勤）を下記の通

り募集しています。 

 

記 

 

１．応募資格  市内在住・在勤のおおむね５０歳から６５歳の人で、社会

教育及び生涯学習に積極的な活動意欲のある人（平成２３

年４月１日現在、国・地方公共団体の職員の人を除く） 

２．募集人員  ３人 

３．任  期  平成２３年４月１日～平成２５年３月３１日 

４．応募方法  生涯学習課に備え付けの応募用紙に必要事項を記入のうえ、

希望理由を８００字以内にまとめ、下記へ郵送または持参 

５．応 募 先  〒367-0031 

本庄市北堀１４２２ 

        本庄市教育委員会生涯学習課中央公民館 係 

６．応募締切  1 月 17 日（月） 必着 

   ※採否は、文書で通知します。 

 

 

＜問い合わせ＞ 

 生涯学習課  

 ０４９５－２２－２７９８  
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一年の計は元旦にあり。初日の出を浴びて、新年の第一歩は元旦マラソンで…。 

新春の光を楽しみつつ走りたい、タイムに挑戦したいなど自分らしい目標に向かって走

ってみませんか。 

 

 

日  時    平成 23 年元旦（雨天中止）  

受  付    午前７時～  

開会式     午前７時 20 分  

スタート    午前７時 45 分 

コース     本庄総合公園内（約２．５ｋｍ） 

申  込    当日受付 

受付場所    シルクドーム正面玄関前本部テント 

 

※どなたでも参加できます。参加希望者は、事前に健康診断を受けてください。 
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市民総合大学公開講座・川淵三郎講演会 

「夢があるから強くなる」 

 

大きな夢を持ち、その夢をＪリーグという形で実現した川淵三郎さんが、

夢を持つことのすばらしさ、生涯学習と生涯スポーツの大切さを語ります。

夢の実現を目指している人、生涯学習や生涯スポーツを楽しもうとしている

人、ぜひご参加ください。当日は手話通訳も配置されます。 

 

記 

 

１．日  時  １月 20 日  午後１時 30 分～   

２．会  場  セルディ（本庄市児玉文化会館）ホール 

３．そ の 他  手話通訳が配置されます 

 ※当日気軽に会場においでください。 

 

 

 

 

 

 

 

＜問い合わせ＞ 

生涯学習課  

電 話 ０４９５－２５－３２４８ 

ＦＡＸ ０４９５－２３－１６７７  
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 今年もつみっこ合戦を開催します 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４回新春『つみっこ合戦』参加店舗・団体 

 
・カフェアルゼ 

・麺工房 きやんち 

・いなか茶屋 きんしょう 

・健康の駅 つきみ荘 

・みのりの会 

・食堂 ニコマル 

・万葉工房 (美里町農産物加工研究会) 

・神川つみっこ店会 

・上里町商工会調理師会 

・日本料理くろ松（群馬県前橋市 まえばし tonton 汁) 

 

同時開催：駅からハイキング・武州本庄七福神めぐり 

 

 

 

 

 

 

＜問い合わせ＞ 商工課 
  ０４９５－２５－１１７４  
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    銀メダリスト・松本直美さんが藤田小学校に来校 

「ソフトボール教室」を開催 
 

シドニーオリンピックの銀メダリスト・松本直美さんが藤田小学校に来校

します。トップスポーツ選手の実体験に基づく講話を聞いたり、本物の実技

を体験したりする「ソフトボール教室」が開催されます。（文部科学省・ 日

本体育協会のスポーツ選手活用体力向上事業） 

記 

１．と  き  １月２６日（水）   

２．と こ ろ  本庄市藤田小学校 

３．参加児童  藤田小学校３・４・５・６年生  

４．講  師  松本 直美（マツモト ナオミ） 氏 

・主な競技歴 1996 年 アトランタオリンピック ４位入賞 

       2000 年 シドニーオリンピック 銀メダル 

        

５．日  程   10：10 開会行事（5 分） 

         10：15 講話（15 分） 

「スポーツのすばらしさとは」 

         10：35  実技指導 ３・４年生（４５分） 

         11：30 実技指導 ５・６年生（４５分） 

         12：15 閉会行事（５分）講評・謝辞 

         12：20 給食   

          

 

＜問い合わせ＞ 

学校教育課  ０４９５－２５－１１８３  

資料 ７



道

祖

神

祭

り  

 「観光情報：１月の児玉地域」 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

情報名  道祖神祭り（どんど焼き）      虚空蔵尊例祭 だるま市     

日 時 
１月９日（日） １５時～ １月１３日（木） １０時～１６時 

（例年１月の第２日曜日に実施） （実施日固定） 

主 催 大久保青年会 虚空蔵尊 

場 所 
本庄市児玉町児玉地内 

（身馴川橋下流：小山川河川）

本庄市児玉町高柳地内 

（露天） 

交 通 
○ＪＲ八高線 児玉駅下車 徒歩３０分 

○関越自動車道 本庄・児玉ＩＣより２０分 

○ＪＲ八高線 児玉駅下車 徒歩４５分 

○関越自動車道 本庄・児玉ＩＣより２０分

内 容 

道祖神祭りは悪魔を払う火祭りで、ご

神木と竹を材料に円錐形の小屋を作り、

すす掃きの竹や、門松・しめ縄などのお

飾り、古い達磨を飾りつけて、御札や御

守りなどと一緒に燃やす行事です。この

火で餅などを焼いて食べると、風邪をひ

かないと言われているほか、多くの御利

益があると古くから言われています。 

昔、５月１２日の夕方５時頃より「桑

市」が立ったことで有名となる。 

現在は虚空蔵様の縁日として、主に

だるまや小正月に使用する飾り物、農

具・刃物・竹細工製品などが販売され、

終日人出で賑わいます。 

トイレ・駐車
場の有無 

トイレ 無 
駐車場 無（但し、河川敷に駐車可能）

トイレ 無  
駐車場 民間有料が有 

関連するホーム

ページアドレス 
http://www.honjo-kanko.jp/ 

照会先 
本庄市観光協会児玉支部（本庄市児玉総合支所産業建設課内） 

電話０４９５－７２－１３３１ 

だ

る

ま

市

の

風

景
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案内図（現地マップ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道祖神祭り（どんど焼き）

虚空蔵尊 

だるま市が立つ場所



「観光情報：１月の本庄地域」 

 

情報名  高尾山 だるま市 
 元山大師大祭 

（滝瀬の大師さま・だるま市） 

日 時 
１月２日（日） ９時～ １月３日（月） ９時～１７時 

（実施日固定） （実施日固定） 

主 催 高尾山佛母寺（たかおざんぶつもじ） 立岩寺（りゅうがんじ） 

場 所 本庄市千代田３－３－１０ 本庄市滝瀬１４２０ 

交 通 
○ＪＲ高崎線 本庄駅下車 徒歩１５分 

○関越自動車道 本庄・児玉ＩＣより車５分 

○ＪＲ高崎線 岡部駅下車 徒歩３０分 

○関越自動車道本庄・児玉ＩＣより車１５分

○国道１７号「道の駅おかべ」より車２分 

内 容 

新年恒例、北関東地方で一番早い 

「だるま市」 

春には１５０種１５００株の牡丹が

一斉に花開き『ぼたん寺』の愛称がす

っかり定着した立岩寺恒例の正月行事

新しい年の招福を祈願して、福だるま

を買い求める人の波が広い境内を埋め

尽くし、本堂では護摩が焚かれ、この煙

をだるまにかけて、寺務所で片目を入れ

る。 

露店商ではだるまの他にも招き猫や

干支人形、お飾りなどが商われるほか、

一年を履き馴らす下駄などの履物やま

な板などの木製品、苗木市も開催され

る。 

晴れ着に着飾った家族連れなどで賑

わう。 

本堂では護摩が焚かれ、境内で招福

だるまが商われる。 

寺内には、当寺縁故の児童文学者・

小野忠孝氏の詩碑や、いくら掘っても

全体を現さないといわれる言われる伝

説の『立岩（たちいわ）』などがある。

トイレ・駐車
場の有無 

トイレ 有 
駐車場 無 

トイレ 有  
駐車場 有 

関連するホーム

ページアドレス 
http://www.honjo-kanko.jp/ 

照会先 

本庄市観光協会（本庄市役所商工課内）

電話０４９５－２５－１１１１ 

佛母寺 ０４９５－２２－２６７４ 

本庄市観光協会（本庄市役所商工課内）

電話０４９５－２５－１１１１ 

立岩寺 ０４９５－２１－０３５０ 


